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践 にお け る資料 として の 「語 り」の 扱い 方を批判的 に検討 し 、 議論の 材料 と した い
。

　報告者の研究実践は 、 「過去の 再構剿 とい う歴史の 方法 と して 「語 り」を利用す る もの で

は な く、む しろ過去 に対す る現在の 認識 を理解す る ために 「語 り」を分析する もの で あ っ た 。

報告の 最後で は 、
こ の よ うな関心が歴 史学 とど の よ うな対話を可 能にす るの か 、 に つ い て

探 りた い
。 また 、

こ の 報告が 、 「オ ー
ラ ル ・ヒ ス トリー」の 方法論をめ ぐっ て 議論する こ との

「今 臼的意味」につ い て 考 える材料 を提 供で きれ ば 幸い であ る。

オ ー
ラ ル ・ヒ ス トリー と「歴 史」の 生 成　　 一 北 タ イ 、 タ イ ・ル ー

社 会の 事

例 か ら一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 馬場雄司（三 重県立看護大学）

　こ こで は 、 移住史 をテ
ー

マ に 、 オ
ー

ラ ル ヒ ス トリー と歴 史の 問題 を論 じる 。具体的には
、

19 世紀に 雲南シ プ ソ ー ン ・パ ン ナーか らタイ北 部 ・ナ… ン に 移住 した タイ ・ル ーを事例 と

す る 。 従 っ て 、こ こ で い うオ
ー

ラル ヒス トリ
ーは、現在生 きて い る 人々 の ラ イ フ ヒ ス トリ

ー

で は な く、住民 の 間 で伝 承 され て きた歴 史の 語 りをさ して い る 。

　北部 タ イへ の タ イ・ル ー
の 移住 に つ い て は、年代記史料に多少の 記述 が あ る もの の 、その

全容を明 らか にす る とすれ ば 、 各村落 にお け る伝承 の収集が必要で ある 。 シ プ ソ
ーン パ ン

ナ ー・ム ア ン ラーか ら現在の ナー ン 県タ
ー

ワ ン パ ー
に移住 した タ イ・ル ー

の 場合 、 現地住民

の 手に よる と思われ る希少な史料が存在する 。 しか しなが ら、現地で の 移住 に関す る歴史

認識は 、 古文書 よ りも、 故地 の 形式を踏襲 した守護霊儀礼の パ ン テ オ ン の あ り方や、そ れ に

まつ わる神話、古文書に は表れ な い 移住時の 英雄伝説 に よ っ て 形作 られ て きた 。

　 こ うした オ
ー

ラル ヒス トリ
ーは 、 村落開発や観光の 進展 に従 う守護霊儀礼の 変化 に従 っ

て 、様 々 な形で 表象されて い く。 チ ャ オル ア ン ム ア ン ラ
ー

の 儀礼 と呼ば れ る こ の 儀礼 は 、 タ

イ・ル ー 3 か村 に よ っ て 3年に t度祀 られて きた が 議 礼場の ある村（N 村）中心 の 地域開発が

行われ て 以 降 、 守護霊 の 銅像化 （1984年、N村）、移住時の 首領 を祀 の 1詞の 建立 （貰991年、D 村）

な どが な されて い っ た 。

　 1984年の 銅像化の 際、移住 史を記 した古文書の現代語訳が出版 され 、 古文書の 内容 は 、
こ

こ で一般 に知 られ る と ころ とな っ た 。 この 現代語訳は 、 N村 を母村 とす る こ とな ど 、 占文書

に はない 内容が付加 され て い る 。 報告者は 、この 点 を検証すべ く、古文書その もの 内容 と上

記 オ
ー

ラ ル ヒ ス トリーの 内容を地理 環境や遺跡の 分布を参照 しつ つ 、盆地開拓史 とか らめ

て 移住史の 再構成 を試みた 。 そ の 結果 、 現代語訳 に よ っ て 付加 された 部分は 、あ りえな い こ

と と考 え られ た 。

　 しか しなが ら、こ う した外部者に よ っ て再構成 され た歴 史は 、 現地 住民の 歴 史的 リ ア リ

テ ィ
ー とは異 なる 。 古文書の 現代語 訳は 、 N 村 中心 の 地域 開発 に伴 う 、N 村 中心 の 歴史認識

の テ クス ト化 で ある 。 こ の こ とは、儀礼 の 重要部分 を担 うD 村 との 軋轢 を生み 、D 村独 自の

歴 史 の 記憶 に基づ くモ ニ ュ メ ン ト化 （祠 の 建 立）を導 き、儀礼 は 2 か所 に分裂する 。

　か つ て 、歴 史学と人類学 にお ける 「歴史」の 扱 い に 関する 議論 に お い て 、前者は「過去の 再

構築」目的 と し、 後者は 「現在に お ける過去 の 認 識」を扱 うとされ た こ と もあるが 、 む しろ 、

「我々 の表象」と「彼 らの 表象」と い うべ きとす る議 論 も出 され て きた 。 同 じオー
ラ ル ヒ ス ト

リ
ー

を用 い なが ら も、 外部者に よ る歴 史の 再構成と 、 現地 で の 歴 史認識 とは 異なる
。本報告

で は 、「歴 史」生 成の 場を描 くこ とで 、
こ うした 問題 を文 字史料 とその 周辺 の 問題 とか らめ
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て 検討す る為の 材料 を提出 した い
。

　今
・…

つ の 問題 は 、オ
ー

ラ ル ヒ ス トリ
ー

の 担い 手の 位置で ある 。 オー
ラ ル ヒス トリ

ー
の 語

り手は往 々 に して 老 入で ある が、近 年の 急速な社会の 変化 に よ っ て 、語 り手は 、社会の 周辺

にお か れ る傾向に あ る 。
こ うした問題 に つ い て も触 れて み たい 。

資料 ・ 研 究短 報

「近 代早期東亜 海洋史與臺灣島史國際學術 研討會」の 報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良 修
一 （東方研究会）

　 2000 年 10 月 26 日か ら 27 日まで の 2 日間、中華民 国台北 市にある 中央研究院に

おい て 「近代 早期 東亜 海洋 史與臺灣 島史 ：慶 祝曹永和 院 ．t一八十 大壽 　國際學術研討會」が開

催 され た。
こ れは 、 副題 に あ る とお り、 曹永和先生 の 八十才の お祝い の ため に 開催 され た学

会で ある 。 中華民 国の 研究者だけで な く、 オ ラ ン ダ 、 ア メ リ カ 、 タ イ 、 日本 な どか ら多 くの 研

究者が集 ま り盛 大に 開催 され た 。

　 ご存 じの 通 り、曹永和先生 は、ロ本語 も堪能で あ り、オ ラ ン ダ語史料 を用 い なが ら、台湾

と 日本や東南 ア ジア の 関係 を研究 され て きて お り、多 くの 著述 を されて い る 。 現在 で は 、中

央研究 院の 院士 と して 、今 なお活躍 され て い る 。

　そ の 活動は 広 く海外 に もお よ び 、オ ラ ン ダ eラ イデ ン大学の Leブ リュ ッ セ博士 との 親交

も深 い 。今回の 学会 の 開催 にあ た り、多 くの オ ラ ン ダ人研 究者が参加 した の もその 関係 で

あ る 。 日本か らは、加藤栄
一
先 生 をは じめ 、 永積洋子先 生 な ど、6 名が 参加 した 。

　 学会 は 、英語 と中国語で 行われ た 。

…
日 4 セ ッ シ ョ ン、二 日で 8セ ッ シ ョ ンが 行われ 、

一

つ の セ ッ シ ョ ン にそれぞ れ二 入の 発表者 と コ メ ン テ
ーターが つ き、全部で 16 の 発表が行

われ た （但 し、 生 田滋先生 が参加で きな くな り、
ペ ーパ ーだけ とな っ て い る ）。

　 その 発 表は 、 以 下の 通 りで ある 。

第
一

セ ッ シ ョ ン

Leonard 　Blusse　　
”God 、　Gold 　and 　Gloom 、　the　Lirnitations　of 　the　Dutch 　Colonial　Project　in

Taiwan （1635−1645）
”

加藤栄
一・
　　　 十 ヒ世紀前 半期東

・南 シ ナ海域 にお け る鄭
一

官 と連合 オ ラ ン ダ東 イ ン

ド会社

第ニ セ ッ シ ョ ン

奈良修
…
　　　　

’1Zeelandia
、　the　Factory　in　the　VOC 　Netw   rk

’T

Wquter 　Miide　　
”Buil　in　tl、e　China 　Sh叩 ・Pieter　Nuyts　in　China　and 坤 an

”

第三セ ッ シ ョ ン

Paul　A ．　Van　Dyke　
”
The　Anglo一夏）utch 　Fleet　of　Defence（1620−1622）：Prelude　to　the　Dutch

Occupation　of 　Taiwan
’”

Dhiravat　na 　Pombejra 「「The 　Duteh −Siamese　Confiict　of 　1663 −1664 ：A

Reassessment
”

第四 セ ッ シ ョ ン

生 田 滋　　　　　　　
1
？ortuguese 　Voy 且ges　in　the 正ndian 　Ocean 　and 　Southeas亙Asia：AReassessment

Qf 　the　Rolo　of　Macao 　i肛 the　Po 伽 gucso　Tr段d　in　Maritime　Asia 、 1500−1650”

John　E．　Wills、　Jr．　
”The　Dutch 　Rcocuupation　of 　Chi−lung．　 1664−1668

’1
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